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今回の特集記事の
動画はこちら

教育委員会では、生徒の活動機会を
将来にわたり確保するため、

段階的に休日の部活動を地域クラブへ展開していきます。

未来のために、未来のために、
今、部活動改革を。今、部活動改革を。
未来のために、未来のために、
今、部活動改革を。今、部活動改革を。
これからもスポーツ・文化芸術活動に

打ち込める環境へ

https://www.youtube.com/watch?v=LjKncoSrbFU


部活動と
地域クラブの
主な違い

新しいカタチの活動へ！ 部活動 の地域展開を推進！新しいカタチの活動へ！ 部活動 の地域展開を推進！新しいカタチの活動へ！ 部活動 の地域展開を推進！新しいカタチの活動へ！ 部活動 の地域展開を推進！
　これまで学校で行ってきた部活動を、段階
的に地域クラブや団体が運営する仕組みに
変えることです！

　少子化の進行等により、これまでと同様の体制で部活動を運営することが難しくなって
います。そのため、生徒が継続してスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保すると
ともに、教員が教育活動により専念できる環境づくりを推進するため、区では専門的な
指導者の配置などを通じて部活動の地域展開を進めています。

※令和10年度以降、受益者負担(参加費)が発生することを予定
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地域活動の集約・一体的紹介
　区に点在する多様な活動団体と連携し、生徒が参加可能な情報を
集約し、提供する体制を構築していきます。

重点取組 2

地域クラブ活動の推進
　生徒の活動の選択肢の拡大や教員の負担のない指導体制を構築
するため、段階的に休日部活動の地域展開を進めていきます。

重点取組 1

部活動の
地域展開とは？

なぜ、部活動の地域展開を進めるの？

取組内容と今後の展望

令和７年１０月～令和８年９月

•  各学校１部活(休日)を
地域展開

令和7年度

•  全ての休日部活動を地域展開

•  平日部活動の地域展開を段階的に
推進

令和10年度

•  休日部活動の地域展開を拡大、
平日部活動の地域展開を試行実施

•  区内団体の活動情報を生徒に提供

令和8・9年度

現在はこちらを実施中

学校 民間事業者など

運営主体

教員(顧問） 地域クラブの指導者

指導者

在籍校の部活動から選択 希望する地域クラブを選択

参加者

　区では令和7年7月に策定、令和
10年度末までに休日部活動を段階
的に地域クラブ活動に展開してい
きます。平日も進めていきます。 

地域連携・地域展開
推進計画

https://www.city.koto.lg.jp/582101/documents/zennbun.pdf


新しいカタチの活動へ！ 部活動  の地域展開を推進！新しいカタチの活動へ！ 部活動  の地域展開を推進！新しいカタチの活動へ！ 部活動  の地域展開を推進！新しいカタチの活動へ！ 部活動  の地域展開を推進！
地域クラブで、もっと楽しく、もっと本格的に。
現在、活動している地域クラブを紹介します。

教育支援課部活動改革推進担当
（3647）9307 FAX（6458）6087

3

　外部コーチの指導で練習の幅が広
がり、個人の技術力も向上。切磋琢磨
できる環境になってきています。

　地域クラブは練習の質が高
く、丁寧に教えてもらえることで
技術が身についたという生徒が
多いです。

　技術面の指導をより受けら
れることで、やる気や自信に
もつながり、大会を勝ち上が
れるチームになりました。

バドミントン
南砂中学校

バスケットボール
大島西中学校

ソフトテニス
砂町中学校

南砂中学校
バドミントンクラブ

2年生

大島西中学校
バスケットボールクラブ

コーチ

　声出しや基礎を大切にし、ミスを
恐れず挑戦する姿勢を重視していま
す。練習後に質問する生徒も増え、
意欲を感じます。怪我に配慮しなが
ら、今は勝ち負けより「楽しむこと」
を大切に指導しています。

　地域クラブに変わってから専門の
コーチに教えてもらえるようになり、
練習の質が上がりました。ノックや
フットワークを基礎から学び、上達を
実感しています。部長としてみんなと
協力し、引っ張っていきたいです。

特集記事
動画

本編はこちら▶

https://www.youtube.com/watch?v=LjKncoSrbFU


本区のいじめの認知件数の推移
■小学校　■中学校
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　「江東区いじめ防止基本方針」に基づき、いかなるいじ
めも組織的に早期発見・早期対応することを目標としてい
ます。各学校でも、いじめ防止基本方針を毎年見直し、各
学校のホームページにて公開して
います。本方針に基づき、学校
では、「いじめ対策委員会」で
認知状況を確認しています。

　本区のいじめの件数は年々増加していますが、その理由
として、学校が小さな事案も丁寧に対応し、いじめの認知
をしていることがあげられます。

こども主体の「いじめ未然防止」の取組今後も、いじめの未然防止、
早期発見に尽力していきます！

　児童が自分たち
で考えたスローガン
を校内に掲示し、い
じめ防止の意識を
高めています。

　中学生が小学生に向けて出前授業を実施。いじめ
未然防止の大切さを伝えました。

　いじめ防止対策推進法に基づき、年2回開催。学校
関係者がいじめ問題について協議しています。

江東区いじめ問題対策連絡協議会

その日のうちに行動！
Action２４ 

　江東区のすべてのこどもたちが、「みんな、かがやく！」ために
こどもたちのSOSに、少しでも早く気付き、少しでも早く対応
する、「Ａｃｔｉｏｎ２４」を宣言します！ 「Action２４」

※ 小学校は義務教育学校前期課程、中学校は義務教育学校後期課程
を含む。

いじめの未然防止
～いじめ見逃しゼロを目指して～
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https://www.city.koto.lg.jp/581502/20240718action24.html
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　本区の不登校児童・生徒数は、増加傾向にありましたが、
令和６年度に小・中ともに減少しました。

「KOTO こどもかがやきプラン」の取組

校内教育支援センター

「KOTO こどもかがやきプラン」とは？
　不登校のこどものみな
らず、江東区のすべての
こどもたちが安心して学
び、「みんな、かがやく！」
ために、目指す姿、充実
させる取組を
まとめたもの
です！

「みんな、かがやく！」ための居場所
づくり、絆づくりを進めていきます。

こども 教員 保護者

ワンストップ型教育相談窓口 （3649）3834

　全校に開設されて
いる、校内教育支援
センター。教室とオ
ンラインでつなぎ授
業に参加したり、自
分の課題に合った活
動を選んだりして過
ごしています。

　オンライン上の仮想空間を活用した、新たな居場所
や学びの場です。

バーチャル・ラーニング・プラットフォーム

教育支援センター（ブリッジスクール）
　３教室合同で、カヌー
体験やボッチャ体験な
ど、様々な行事を行って
います。

※ こうとうの教育第４５号１面を併せてご覧ください。

※ 小学校は義務教育学校前期課程、中学校は義務教育学校後期課
程を含む。

「KOTO こどもかがやきプラン」の推進
～すべてのこどもたちが安心して学べるために～

指導室 （3647）9179 FAX（3647）6505

　相談するか迷っていた
けれど、先生に「気軽に話
していいよ」と言われ、話
してもいいんだなと思い、
安心して話せました！

　小さなサインを見逃さ
ないように、何か違和感
を感じたら、できるだけ
早くこどもに声を掛ける
ようになりました。

　子育ての悩みを誰に相談
するか迷っていましたが、
勇気を出してワンストップ
窓口に電話したら、解決の
糸口が見つかりました！
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本区の不登校児童・生徒数の推移
■小学校　■中学校（人）
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https://www.city.koto.lg.jp/581502/kodomo/gakko/jigyo/6177.html
https://www.city.koto.lg.jp/580106/kodomo/kyoiku/kohoshi/92299.html?utm_source=qr


観戦した学校(こどもや教員)の声
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大熱狂!!

　東京デフリンピック2025大会が昨年11月に開催されました。
区には、テニス、水泳、ゴルフの３つの競技会場がありました。
区では「ＫＯＴＯ☆デフリンピックマガジン」を発行してこどもた
ちにデフリンピックについて情報発信したり、１５分でできるデジ
タル教材を作成して全校集会や授業で活用したりしました。

　また、デフリンピックの精神や歩みについて学ぶことができ
る「デフリンピック学習読本」（デジタルブック）を使ってデフリン
ピックに関する興味・関心を深めていきました。多くの学校園が
会場に観戦に行き、事前に作成した応援グッズを使ったり、ハン
ドエールを送ったりして熱のこもった応援を行いました。

創意工夫して、エールを届けました

　学校のみんなでハンドエール
を送ると会場全体で一体感が
出て、応援にも熱が入りました。
大会の雰囲気を味わうことがで
きたことがとても良い経験にな
りました。

　授業で事前に作成していた応
援グッズを使って、エールを送り
ました。実際に選手同士が手話
でコミュニケーションをとってい
る様子を目の当たりにすることが
できて、貴重な体験でした。

　デフリンピックを観戦したことで、障害の
有無に関係なくスポーツを楽しめることが実
感できました。手話だけでなく、光や振動な
どを用いた一つひとつの工夫が選手を支え、
大会を盛り上げていて、きめ細やかな運営に
感銘を受けました。

指導室 （3647）9179 FAX（3647）6505

デフリンピック観戦
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「みんな、かがやく！」教育活動を推進
～令和7年度全国学力・学習状況調査結果から～

　下記のグラフは、「全国学力・学習状況調査」の結果について、都平均を100としたときの江東区立小・中・義務教育学校の
状況を棒グラフで表したものです。小・中学校ともに全ての教科において、全国平均と都平均を上回る結果となっています。

国語 国語
■全国　　■東京都　　■江東区　　（単位%） ■全国　　■東京都　　■江東区　　（単位%）

105 105

100 100

95 95

90 90

85 85
算数 数学理科 理科

小学校・義務教育学校（前期課程）
6年生

中学校・義務教育学校（後期課程）
３年生（9年生）

　左記の表は、本調査で行う、学習意欲や生
活面などに関する質問調査結果の一部です。
「自分にはよいところがあると思う」・「人の役
に立つ人間になりたいと思う」と答えた児童・
生徒の割合は昨年度より上回っており、自
己肯定感が高まっています。この設問は江
東区長期計画（後期）の指標の一つとしてお
り、今後も一人一人を大切にした教育活動を
進めていきます。

江東区長期計画（後期）一人一人に向き合う学校教育の充実

指標名 目標値 令和7年度
（ ）内は令和6年度

自分にはよいところがあると思う
児童・生徒の割合

小・義前 100% 87.3%（83.3%）

中・義後 100% 87.1%（82.8%）

人の役に立つ人間になりたいと思う
児童・生徒の割合

小・義前 100% 95.5%（94.8%）

中・義後 100% 95.6%（93.4%）

95.4 94.794.795.2

99.499.4

90.6 91.1

100 100100 100100 100
102.8 101.8101.7

100.1

104.7104.7

101.9101.9

指導室 （3647）9179 FAX（3647）6505

特に向上した部分

優れた功績があった学校の先生や、学校活動を支援している団体が表彰されました。表彰等のお知らせ
●文部科学大臣教育者表彰
　東陽小学校　校長　佐藤 友信　
●文部科学大臣優秀教職員表彰
　第二亀戸小学校　主任教諭　髙倉 奈美

●東京都教育委員会職員表彰
　豊洲北小学校　統括校長　佐藤 勝行
　豊洲西小学校　主幹教諭　正木 綾
　第三亀戸中学校　教諭　堀江 真太朗

●学校活動支援団体等に対する東京都教育委員会感謝状贈呈
　平久小学校 地域学校協働本部、深川第五中学校 地域学校協働本部、大島西中学校 生徒育成会

庶務課庶務係 （３６４７）９１７０ FAX（５６９０）６９１１

学習したことを学習したことを
関連付けて理解する力関連付けて理解する力 日常的なICT利活用日常的なICT利活用

各学校が考えた各学校が考えた
「授業スタイル」による「授業スタイル」による
こども主体の学びこども主体の学び



スクスクーールネットワルネットワーーククスクールネットワークいきいき

　本校は昨年度、開校４０
周年を迎え、地域や支え
てくださる皆さまへの感
謝の気持ちを再認識しま
した。その思いを大切に
しながら、生徒会本部が
中心となり、温かい気持ち
を行動に表しました。　
　１２月、教育相談期間の６日間を活用して、落ち葉掃きボ
ランティアを行いました。生徒会本部は朝礼、朝の挨拶運
動の時間帯に全校生徒に案内をしました。活動では、生徒
会と応募した生徒６２名が主体的に取り組み、地域、支え
てくださる皆さまへの感謝の気持ちを表すことができまし
た。そして、地域、学校を支えてくださる皆さまから、落ち
葉掃きに対する温かいお言葉をいただきました。
　本校は多くの皆さまから温かく見守られている学校で
す。これからも生徒一人一人がかがやく、そして笑顔あふ
れる学校を目指してまいります。

　月１回定例会を開会しています。必要に応じて臨時会を開会することもあり
ます。会議は、原則、どなたでも傍聴（５名まで）できます。開会の日時、場所、
傍聴の手続き、また過去の会議録は区のホームページでご確認ください。
教育委員会ホームページ
https://www.city.koto.lg.jp/kyoiku/index.html　　　　　　　

落ち葉掃きボランティア
～感謝の気持ちを伝える活動～

教育委員会について

●定例会１２回　●臨時会4回
《案件数》議事案件55件、報告案件83件、協議案件6件
▶教育委員会構成　教育委員会の構成は、次のとおりです。

教育委員会開会状況（令和7年）

東陽中学校 平久小学校
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教育委員会だより 今後の教育委員会開会予定

庶務課庶務係 （3647）9170 FAX（5690）6911

定例会 開会予定日時

第3回 3月26日（木）午後2時

第4回 4月24日（金）午前１０時

第5回 5月29日（金）午前１０時

第6回 6月２６日（金）午前１０時

教育長
本多　健一朗

教育長職務代理者
安部　敏啓

委　員
鈴木　清人

委　員
淺野　美智子

委　員
大久保　善子

学校や幼稚園の様子をお伝えします！

　本校は今年度、区の「心の教育推進校」として、こども主
体の学校づくりに取り組んでいます。こども主体の活動が、
こどものやる気や自己肯定感を高め、その結果、いじめや
不登校が減ることを期待しています。「心の教育」は、こど
も主体の活動から生まれると考えて取り組んでいます。
　「D＆Dフェス（運動会）」では、各学年の表現運動の一部
をこどもたちが創作しました。話し合いを重ね、心を一つ
にして表現しました。こどもの感想に、「感謝の気持ちを、
自分たちで考えたダンスで表すことが、楽しかった」とあり
ました。
　音楽会では、こどもの「やってみたい」を大切にしまし
た。こどもが演奏したい楽器を、交代して練習したこと
が、こどもの演奏する意欲を高めました。また学校全体で
「あきらめない心」と各学年
で決めた「〇〇の心」を意識
した活動にすることができま
した。
　今後も、本校はこども主体
の教育活動を進めていきます。

心の教育推進校

https://www.city.koto.lg.jp/kyoiku/index.html?utm_source=qr
https://www.city.koto.lg.jp/kodomo/kyoiku/nikki/index.html?utm_source=qr
https://www.city.koto.lg.jp/kyoiku/index.html



